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肉眼的攣光星
野饗士　珊 珊 茂

　アマチュアの入々にでも出來る天文の観測の中で、實際に天文禦研究上甚だ

債値のある結果の得られるのは流星の観測ε攣光星の観測ミである。前者は何

等の器械を要しないので甚だ便宜であり．又多くのアマチュア熱心家の助力を

俣って二二な観測の結果を得る事が少くない黙で．是非多藪特志家の観測に俣

たねばならないのであるが、憂光星の観測の方は流星の観測よりも一般には著

々εして結果の現はれて行く黒占に於て興味が多い。

　全く器械がなくても若干の攣光星は観測ができる。双眼鏡があれば爾ほ有力

な観測かできる。憂光星の中には攣光現象の知れてみないものがあるから．其

の様なものをよく注意して齪冠すれば新しい研究のできるこミもあらうし．叉

週期的のものでも推算しナこ極大。極小の時期は必ずしも鳴れ程正しいものでは

なく短週期のものでは敷時間．長週期のものでは縞馬の誤差が屡々あるから、

観測によって最呑正しい極小叉は極大の時期を決めてゆぐ事は攣光星研究上貴

重な材料ミなるのである。

　攣光星の丸寝には推算表に依って極大或は極小の大儲の時期を知って置く事

が便宜である。「天界」や「天文月報」にも癒月数個の攣光星の推算表が載せられ

てみるが．星敷に限りがあって實際観測者には不充分である。外國の愛光星の

推算表の主なものは次の三種である。

　（一）ドaツのハルト井ヒの表

　　（雑誌Vierteljahrsschrift　der　Astronomischen　Gesellschaft所載）之に星團内の攣光星等特

　　殊のものた除いすこ他の普通の幽光現象を確められナこ攣光星な綱羅しブこもので長週期の

　　もの㌔毎年の極大光度、アルゴル種及琴座β種の毎月の極小光度の時期等が載ぜられ

　　てるる。

　（二）　Harvard　Circular所載

　　長週期攣光星の年々の極大並に極小の時日の表ば毎年宋に其の翌年の分が出版されて

　　みる。推算法が違ふので前表より推算時期の誤差が少い；S》極小の時期がでてみろ

　　のが便利である、つ

　（三）諺誌Popu正ar　As亡ronomア所載

　　月々の短氾期憂光星の極大又に極小日時の推算表にセブアイ種攣光星の極大日畔が示

　　されてみろのが便利であるカ㌔新しい槻測があっても絵りそれに依って訂正が施され

　　てるない事力s’ある様に思、S、o

　邦書で墜光星の観測法の一般並に重な個々の攣光星の事を記したものには“

戸氏著「星」其の他に詳しいQ（文末を見よ。）日本天丈學會編「恒星解説」には極大
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光度五・五等以上の憂光星の表がある。然し最近十敷年間に憂光現象を確めら

れたものが若干ある。別表に極大等級六・○等以上の攣光星全部を連ねた表を

作ってみた。表は短週期、長週期、不規則の三種に分けた。星の取捨は主にハ

ルトウィヒの一九ニー年推算表に依ったので不規則憂光星中ペカス座べ星，「て

んびんas　d星．ま蓉盈座W等が含まれてみない。新星は此表からすべて除いナこ

のであるが。現在五等星位であるはくでう座P二丈を不規則墜光星の部に入れ

て置いた。全艦に關する注意εしては。名門の項に記しナこ六町の数字は米國ハ

ーヴード學院で用ゐられてるる星の概略位置を示すものである。例へばeくま

座ア星のO12288は赤経一時二十二分赤緯北八十八度餓（一九〇〇年の分鮎）で

あるこざを示すもので、斜膿の数字は南山二二ち南緯であるこεを示すもので

ある。肉眼に見え得る憂光星εいふ意味で「肉眼的野光星」の逗の下に極大光

度六・○等以上の星を集めtcのであるが、五等以下の攣光星では双眼鏡でなけ

れば充分な観測はむつかしいミ思ふ。

　　　　　　　　　　　　　短週期攣党星

　短週期攣光星は更にアルゴル種．こと座べ二種及び其他の短週期攣光星の三

種にわけて表を作った。極小叉は極大の概略の日時を知りtい時に計算ができ

る様に．極小叉は極大の一例εして本年（大正十一年帥ち一九二二年）一月最初

の極小叉は極大の推算値を示しナこ。グリニチ天文時で日及び時刻が示してあ

る。最初のペル駿座べ星の例で言へば○田圃五時グリニチ時が極小で．それは

本邦中央標準時で一月一日正午に當る。此等の時日に週期の倍敷を加減すれば

前後敷年間位の範園では任意の時の概略の極小又は極大の時期が得られる。是

は勿論推算時期であるから婁郊寺間の誤差が存在し得る二電を忘れてはならな

い。

　アルゴル種の肉眼的のものは八個ある。表には減光から復旧迄の時間．及び

極小光度の弓田時間をのせft。これ等に因て憂光の欺況がわかる。鋏けてるる

分はまだ充分の研究のないものである。ペル煙座ぺ星．うし座ラ星．おほい下

座R星．てんびん座デ星は著名なものである。響よしや座ぺ星は攣光範團が狡

いので精密な光度計的測定を要する。同罪のm汲m2は主要及第二極小の時刻

である。へびつかひ座U星は光度が稻弱いが．双眼鏡ならば観測ができる。

　寒り番ン座VV星は約十年前分光器的連星であるこミを知られ．次で竹光現

象が護見された。最初は三日の週期ε思はれてるたが、やがて一日牟の週期で

ある事が確められた。即日慮ンの三つ星の眞中のエプ星の西方牟度肝の所にあ

る五等星である。

　曹よしや座WW星も近年嚢見された攣光星である。轡よしや座力星εふた

ご座テ星ミの中間邊にある。

　アルゴル丁丁光星では極小の前後藪時間に亘って十五分ミか三十分応力適言
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の間隔を距てS等級の見積りを成るべく詳しくして．それから極小の時刻を決

めれば宜しい。そして即妙の極小の時刻を引立に決定して、その各々ε推算ε

の誤差が大叶一定であれば観測は正しいのである。

　こと座べ星種のものは肉眼的のあのが四個ある。ともas　V星は前にアルゴル

種εも考へられてるたが今はこと座べ四種に入れられてみる。はくてう座d星

の愛光は最近に智見されたもので．ハルトウイヒの一九ニー年の推算表には未

だのってみない。はくでう第三新星の側にあって同新星が五等前後の時比較星

εして折々使ったが．同星を比較星εしたものは往々結果が悪い様に思ってみ

た既フランスのダンジョン氏は調査研究の結果．五・一六等から五・三六等

迄一型すること呼べ星種のもので第二極小光度は五・二六等である事を獲表し

たb範園が狭いので肉眼乃至双眼鏡では充分な研究はできないが、光度が憂化

するこSだけは確iめるこSができる。此様な範園の狭い攣光星は今後も爾畿見

の望があるから．光度に卜する疑があっナこ際は充分調査して見るこεが必要で

ある。

　其他の短週期攣光星ではセフエ種のものが一番多い。9くま座ア星部ち北極

星は押脚が狭いので肉眼観測はむつかしい。ぎょしや座RT星は十蝕年前獲見

されたものであるが．光度も割合に強く．攣光範園も大きく観測しやすい星で

ある。

　　　　　　　　　　　　　長週期饗光星

　長週期攣光星で注意すべき事は極大．極小の等級が彫り一定して居らない事

である。例へばくちら座オミ星で攣光範園二・○一九・六等εしてあるが何時

でも極大の時二・○等に迄なるεいふのではなく．一九〇六年の極大には二等

になったが、卒常の極大には三等位で．時ミして四等．五等にすぎない事もあ

る。同様に他の憂光星でも表に示しナこ極大等級は今までの極大の中で最も光度

の強かつナこ時の等級であるから、表に示した攣光星でも極大の場合に七等星位

で．肉眼では勿論．双眼鏡でも認め難いものが幾らかある。極大等級が一・定し

て居らない様に．週期も何時でも一定なものではなく．推算による月日は敷日

間の呼野が珍らしくない。時には藪十日の誤差がある様な事がある。其故に極

大の前後に双眼鏡叉は肉眼で観測して極大の期日ε極大等級εを決めるこε

が．研究上．．役に立つ材料teなるのである。

　くぢら座T星εふたご四目一丁目は以前不規則攣光星ε考へられてるたが．

十二年前に週期が決定されナこ。然し随分不規則なものである。ふたご座工一星

は極小の時期が示されてみる。

　ぎょしや座エプ星は週期二十七年S四十三日のアルゴル種下光星ε考へられ

て居り．i次の極小の時期は一九二九年六月二日で、減光から復光迄が七二七

日．極小の丁丁時日が三一三日＞Sされてみる。然し未だ決して確定的のもので
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はない。

　お嶽く寒菊SY厘は藪年前攣光現象の確められたものでs極小から極大迄は

四十五日であるから、推算表によれば本年（大正十一年）は四月二十八日に極小

が起る筈である。

　地球上の観測者は、北野球に多くて南牛球に少いために、南天の逢光星は観

測がS“うしても少い。本邦は幸ひ歓米の諸天文肇よりは幾らか南にある。それ

であるから緯度の許す範園で南天の星を概測する事は望ましい事であるミ思

ふ。特に戸轡其他の低緯度の地の観測者は南天の攣光星を盛に観測して頂きた

い。勉ン婁吻ル座丁畢は渋滞三十三度蝕で．本邦からは観測ができる。本年四

月上旬は本年（大正十一年）第二の極大である。

　　　　　　　　　　　　　不規則饗鷺墨

　短週期及長廻び愛光星を除いた飽の憂光星を不規則攣光星こする。其中には

三際不前壷のものもあれば．tx・・光現興の未知なものも含まれてみる。

　ひつじ座RR．星は近年攣光を確建されたもので週期が七〇日εせられてる

る。双眼鏡なら総説謝に都合がよい・

　Cbs　ej零k座BL星も以前から攣光の疑があったが、近年に至って攣光を確め

られた。しかし法財は未知である。

　換に座RS星．飛ンプ座U星．叡うけん座Y星、へび座d星等は齪灘の優誼

があるミ思ふ。

　飽7工座Rは北極から一度譲の所にあるが近年八等孚位で止ってみるので．

果して愛光星であるや否やを疑はれてるる。

　不規則愛光星は一般に攣光範國が荻くてt又未知の法則の研究上出回る丈精

細な観測が望ましいから．面心の適當な比較星をεつ℃なるべく詳しく観測を

するのがよいε思ふ。短週期憂光星でもほN“同襟な注意がいるσ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天丈月報第十五巻より）

　附露　始めて笈光星の民地観測をされる野々は．下記の書聖や村誌を参照

され．ナこい。，編者）

　　一戸帽子巽著　「星」

　　岡　　　　　　「趣味の天文」

　　由本一清氏著　「星室の観察」第220頁、（憂光星の夕べ）

　　中村要町著　「趣味の天膿観測」第108頁

　　「天界」第10號（第一巻）第215頁。（ti』本一清氏の文）

　　同　　第21號（第二巻）第163頁、（中村要事の文）

　　同　　第22號（同　）第185頁．（　　同　　）

　　『天文月報』第一巻第3號第30頁（一戸直藏氏の文）


